
＜ワークショップ概要＞
患者の背景
事前配布資料にて予習 ⇒薬学的問題点の抽出

↓
追加患者情報を皆で評価 ⇒副作用だとすれば何？

↓
副作用症状聴取のための面談 ⇒症状をどのように聞く？

↓

副作用チェックシステムを活用した被疑薬剤の特定 ⇒被疑薬剤は何？

↓
副作用マネジメント計画立案 ⇒被疑薬剤の中止？減量？切替？

↓ 

発表
↓

患者その後 ⇒実践に繋げるために

ワークショップ意義： 薬剤師が患者さんの病態変化と薬剤との関連に、いち早
く気づくことが副作用の重篤化を未然に防ぐことに繋がります。このワーク
ショップは、実症例をもとに患者さんの症状と副作用との関連をどのように確認
すればよいか、また副作用を早期に回避するためには、どのようにマネジメント
すればよいかを実践的に学ぶことができます。

副作用チェックシステム
PC版の活用

第8回日本医薬品安全性学会学術大会ワークショップ
企画担当責任者：医療法人徳洲会千葉西総合病院 小茂田昌代

国際医療福祉大学薬学部 杉山奈津子

先着40名 (PCでZoom接続可能な方）

初心者
歓迎！


